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キヤノンスピードライトトランスミッターST-E3-RT（Ver.3）は、電波
通信によるワイヤレス多灯撮影機能を備えたキヤノン製スピードライトを、
5グループ（15灯）まで制御できるワイヤレスストロボ撮影用の送信機で
す。EOS-1Dシリーズのカメラと同等の防塵・防滴性能を備えています。

● カメラ、スピードライトの使用説明書もあわせてお読みください。
ご使用になる前に、この使用説明書とカメラ、スピードライトの使用
説明書をお読みになって理解を深め、操作に慣れた上で正しくお使いく
ださい。

● EOSデジタルカメラとの組み合わせ
・簡単な操作でワイヤレス自動調光撮影を行うことができます。

● EOSフィルムカメラとの組み合わせ
・E-TTL II/E-TTL自動調光方式のEOSフィルムカメラと組み合わせたと
きは、簡単な操作でワイヤレス自動調光撮影を行うことができます。

・TTL自動調光方式のEOSフィルムカメラとの組み合わせでは、使用で
きません。

はじめに

カメラとの組み合わせについて
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各部の名称

〈8〉選択/設定ボタン

〈9〉選択ダイヤル

ファンクションボタン3

ファンクションボタン4

電池室ふた（p.12）

電源スイッチ（p.13）
〈K〉 ： 電源入
〈a〉 ： ボタン/ダイヤルロック

（電源入）
〈J〉 ： 電源切

〈D〉
電波通信確認ランプ
（p.21、23、25、31、47）

表示パネル

ファンクション
ボタン2

ファンクション
ボタン1

取り付け脚ロックレバー
（p.13）

ロック解除ボタン（p.13）

防塵･防滴アダプター

〈I〉
連動撮影ボタン
（p.45）

〈E〉
発光モードボタン
（p.24、35、37、
40）

〈Q〉
充電ランプ／
テスト発光ボタン
（p.13、25、58）

調光確認ランプ（p.25）
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各部の名称

ケース

取り付け脚
（p.13）

接点取り付け脚ロックピン

各部の名称02
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各部の名称

表示パネル

電波通信ワイヤレス撮影（p.15）
● E-TTL II/E-TTL自動調光（p.24）

● マニュアル発光（p.35）

' : 電波通信
  ワイヤレス

* : チャンネル
) : チャンネル

自動設定
（p.21、22）

Q : レシーバー充電完了表示（p.25）

a : E-TTL II/E-TTL
自動調光

調光補正量

光量比

発光グループ

g : FEB（p.28、52） FEB順序（p.58）

電子音

T : パーソナルファンクション
（p.60）

c : ハイスピードシンクロ

調光レベル

M : センダー表示（p.20）k： 同調速度警告（p.19）

, : 光量比設定（p.32）

f : 調光補正
（p.27、52）

u : カスタム
  ファンクション

（p.58）

マニュアル発光量

q : マニュアル発光

● 画面は表示例です。状況に応じた部分のみ表示されます。
● ファンクションボタン1～4の上に表示される〈=〉〈@〉などは、設
定状況に応じて表示が変わります。

● ボタン、ダイヤルを操作すると、表示パネルが照明されます（p.14）。
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各部の名称

● マルチ発光（p.37）

● グループ発光（p.40）

● 連動撮影（p.45）

発光回数

発光周波数

? : マルチ発光

発光グループ

発光モード

[ : グループ発光

x : レシーバー表示
M : センダー表示

:
連動撮影
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本文中の絵文字について
9 ：選択ダイヤルを示しています。
8 ：選択／設定ボタンを示しています。
3／1／2：操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押した状態

が4秒間／6秒間／16秒間保持されることを示していま
す。

（p.＊＊） ：参照ページを示しています。
：撮影に不都合が生じる恐れのある注意事項を記載してい
ます。

：補足説明や補足事項を記載しています。

操作説明の前提について
● カメラ、トランスミッター、ストロボの電源が入っていることを前提に
操作方法を説明しています。

● 本文中のボタン、ダイヤル、マークなどは、カメラ、トランスミッター、
ストロボに使われている絵文字を使用しています。

● カメラのメニュー機能／カスタム機能、およびトランスミッター、スト
ロボのカスタム機能／パーソナル機能が初期状態になっていることを前
提に説明しています。

● 各種数値は、単3形アルカリ乾電池を2本使用し、当社試験基準で測定し
た値です。

本使用説明書上のおことわり
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1
使用前の準備

この章では、ワイヤレスストロボ撮影を行う前の準備について
説明しています。
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電池は、単3形電池2本を使用します。

1 ふたを開ける 
● "のように、ふたを下にスライドさせ
て、電池室ふたを開きます。

2 電池を入れる 
● 表示にしたがって、「＋」「－」をまちが
えないように電池を入れます。

● 電池室の側面の溝は、「－」を表してい
ます。暗い場所で電池を交換するときに
便利です。

3 ふたを閉める
● 電池室ふたを閉じて、上にスライドさせ
ます。

●「カチッ」と音がするまで、ふたをスラ
イドさせます。

撮影可能時間
連続約10時間*のワイヤレスストロボ撮影ができます。
*新品の単3形アルカリ乾電池使用、当社試験基準による数値

電池を入れる

アルカリ乾電池以外の単3形電池は、接点の形状が規格で統一されていないため、
電池の種類により、接触不良を起こすことがあります。

●〈!〉が表示されたときは、新しい電池に交換してください。
● 電池は2本とも新品で同一銘柄の電池を使用してください。電池の交換は2本
同時に行ってください。

● 単3形のニッケル水素電池、リチウム電池も使用できます。



13

1 取り付ける 
● トランスミッターの取り付け脚がアク
セサリーシューの奥に突き当たるまで、
差し込みます。

2 固定する 
● 取り付け脚ロックレバーを、右方向へス
ライドさせます。

B「カチッ」と音がしてロックされます。

3 取り外す
● ロック解除ボタンを押しながら、取り付
け脚ロックレバーを左方向にスライド
させて、カメラから外します。

電源スイッチを〈K〉にする 
B 表示パネルが点灯します。
● 充電ランプは、ワイヤレス撮影（レシー
バー）の準備が完了すると点灯します。

● ワイヤレス撮影時にトランスミッター
の充電ランプ（テスト発光ボタン）を押
すと、テスト発光を行うことができま
す。

カメラに取り付ける／取り外す

電源を入れる 

トランスミッターの取り付け／取り外しは、必ずトランスミッターの電源を切っ
てから行ってください。
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電源を入れる

電池の消耗を防ぐため、5分間何も操作しないと、自動的に電源が切れま
す。もう一度電源を入れるときは、カメラのシャッターボタンを半押しする
か、テスト発光ボタン（充電ランプ）を押します。

電源スイッチを〈a〉にすると、トランスミッターのボタンやダイヤ
ル操作を禁止することができます。トランスミッターの機能の設定を行った
あと、不用意に設定が変わらないようにしたいときに使用します。
ボタンやダイヤルを操作すると、表示パネルに〈LOCKED〉が表示され

ます（ファンクションボタン1～4の上に表示される〈=〉〈@〉な
どは表示されません）。

ボタン、ダイヤルを操作すると、表示パネルが12秒間緑色で照明されま
す。機能設定中のときは、設定が終わるまで照明が行われます。
なお、連動撮影のセンダーのときは、表示パネルが緑色に照明されます。

レシーバーのときは、オレンジ色に照明されます。

オートパワーオフ機能について

ロック機能について

表示パネル照明について

● カメラの3／1／2タイマーが働いているときは、テスト発光できません。
● トランスミッターの設定状態は、電源を切っても記憶されています。電池交
換時に設定状態を保持したいときは、電源を切り、電池を取り出してから1分
以内に電池を交換してください。

● 電源スイッチが〈a〉の位置でもテスト発光を行うことができます。ま
た、ボタンやダイヤルを操作すると、表示パネル照明が点灯します。

● レシーバーの充電完了時に電子音を鳴らすことができます（C.Fn-20／p.59）。
● オートパワーオフ機能が働かないようにすることができます
（C.Fn-01／p.58）。

● 表示パネル照明の点灯時間を変更することができます（C.Fn-22／p.59）。
● 表示パネル照明の色を変更することができます（P.Fn-03、04／p.60）。
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2
電波通信
ワイヤレスストロボ撮影
この章では、ワイヤレスストロボ撮影方法について説明してい

ます。
　ワイヤレス撮影に必要なアクセサリーについては、システム図
を参照してください（p.62）。

カメラの撮影モードが全自動モード、イメージゾーンのときは、この
章の操作はできません。カメラの撮影モードをV/X/W/q/5（応用
撮影ゾーン）にしてください。

カメラに取り付けたトランスミッターを「センダー」、ワイヤレス制
御されるストロボを「レシーバー」と呼んでいます。
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トランスミッタ―と電波通信によるワイヤレス撮影に対応したキヤノン
製スピードライトをレシーバーストロボとして使用すると、通常のE-TTL
II/E-TTL自動調光ストロボ撮影と同じ感覚で、高度なワイヤレス多灯ライ
ティング撮影を簡単に行うことができます。
カメラに取り付けたトランスミッター（センダー）の設定内容が、ワイヤ

レス制御されるストロボ（レシーバー）側に自動設定される仕組みになって
います。そのため、撮影中にレシーバーを操作する必要はありません。
なお、基本的な配置と作動範囲は図のとおりです。あとは、センダーを

〈a〉に設定するだけで、ワイヤレスE-TTL II/E-TTL自動調光撮影を行
うことができます。

●レシーバーを1灯使った自動調光撮影（p.24）

'ワイヤレスストロボ撮影

配置と作動範囲（ワイヤレスストロボ撮影例）

通信可能距離
約30m

x

M

● ストロボに付属しているミニスタンドを使用して、レシーバーを配置します。
● 撮影する前に、テスト発光（p.13）や、テスト撮影を行ってください。
● ストロボの配置条件や周囲の環境、気象条件などにより、通信可能距離が短
くなることがあります。
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'ワイヤレスストロボ撮影

レシーバーを2グループ、または3グループに分けて、光量比（倍率）を
変えながら、E-TTL II/E-TTL自動調光撮影を行うことができます。また、最
大5グループまでの範囲で、発光グループごとに発光モードを設定して、撮
影することもできます。

●レシーバーを2グループに分けた自動調光撮影（p.32）

●レシーバーを3グループに分けた自動調光撮影（p.33）

ワイヤレス多灯撮影

A

B

A
B

C
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'ワイヤレスストロボ撮影

●グループごとに発光モードを設定した撮影（p.40）

A B
C

E
D

マニュアル発光

マニュアル発光

外部調光オート

ETTL II

マニュアル発光

* 発光モードの設定は一例です。

天井
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'ワイヤレスストロボ撮影

電波通信ワイヤレスストロボ撮影では、使用するカメラにより「発光モー
ド」と「ストロボ同調最高シャッタースピード」（以下「ストロボ同調速
度」）、「ハイスピードシンクロ機能」が制限されることがあります。

● 2012年以降に発売されたEOSデジタルカメラ
EOS-1D Xなどのカメラと組み合わせたときは、発光モードとストロ

ボ同調速度に制限なく撮影することができます。
* EOS Kiss X90/X80/X70は2012年以降に発売されていますが、機能制限の
内容は、2011年までに発売されたEOSデジタルカメラと同じです（下記参照）。
なお、E-TTL自動調光による電波通信ワイヤレス撮影は行うことができます。

● 2011年までに発売されたE-TTL対応EOSカメラ 
下記のカメラと組み合わせたときは、E-TTL自動調光による電波通信

ワイヤレス撮影はできません。マニュアル発光（p.35）、マルチ発光
（p.37）で撮影してください。 

EOS-1Ds、EOS-1D、EOS-1V、EOS-3、EOS 55、
EOS Kiss III L、EOS Kiss III、New EOS Kiss、EOS IX E、
EOS IX 50

また、2011年までに発売されたEOSデジタルカメラ、EOSフィル
ムカメラと組み合わせたときは、以下の制限を受けます。
①ストロボ同調速度が1段遅くなります。

使用するカメラのストロボ同調速度（X=1/***秒）を確認して、
ストロボ同調速度から1段遅いシャッタースピードを上限にして撮
影を行ってください（例：X=1/250秒の場合、1/125～30秒の
範囲で電波通信ワイヤレス撮影が可能）。また、ハイスピードシン
クロ撮影はできません。シャッタースピードをストロボ同調速度か
ら1段遅くすると、〈k〉による警告表示が消えます。

②グループ発光はできません（p.40）。

使用カメラによる機能制限について



20

ワイヤレス撮影を行うときは、以下の手順でトランスミッター（セン
ダー）、ストロボ（レシーバー）の設定を行います。

〈M〉の表示を確認する
●〈M〉が図の位置に表示されてい
ることを確認します。

電波通信ワイヤレスストロボ撮影に対応したストロボをレシー
バーに設定する
● レシーバーの設定方法についてはストロボの使用説明書を参照してくだ
さい。

他の人が使用している電波通信によるワイヤレス多灯システムや、電波
（無線）を使用した機器と混信しないように、通信チャンネルと電波通信ID
を切り換えることができます。チャンネルとIDは、センダー、レシーバーと
も同じ設定にします。

ワイヤレス設定

センダー設定

レシーバー設定

通信チャンネル／電波通信IDの設定

同じ場所に複数の電波通信ワイヤレス多灯システムを構築するときは、異なる
チャンネルに設定していても混信することがあるため、チャンネルごとに異なる
電波通信IDを設定してください（p.21）。
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ワイヤレス設定

●センダーの通信チャンネル／電波通信IDを設定する
以下の操作で、センダーの通信チャンネルと電波通信IDを設定します。

チャンネルとIDは、センダーとレシーバーで同じ設定にします。レシーバー
の設定方法については、ストロボの使用説明書を参照してください。

 1〈O〉の表示にする
● ファンクションボタン4を押して、
〈O〉の表示にします。

2 チャンネルを設定する
● ファンクションボタン1〈C〉を押
します。

●〈9〉を回して、「AUTO」またはCh.1
～15の中から選び、〈8〉ボタンを押
します。

3 電波通信IDを設定する
● ファンクションボタン2〈H〉を押
します。

●〈9〉を回して、設定する位置（桁）を
選び、〈8〉ボタンを押します。

●〈9〉を回して 0 ～ 9 の番号を選び、
〈8〉ボタンを押します。

● 手順3を繰り返して4桁の番号を設定し
ます。

● ファンクションボタン4〈?〉を押
すと、撮影準備状態に戻ります。

B センダーとレシーバーの通信が確立す
ると、〈D〉ランプが「緑色」に点灯
します。
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ワイヤレス設定

●センダーの通信チャンネルをスキャンして設定する
電波状態をスキャンして、センダーの通信チャンネルを自動または手動で

設定することができます。チャンネルが「AUTO」に設定されているとき
は、自動的に電波状態の良いチャンネルに再設定されます。手動設定のとき
は、スキャン結果を参考にして、再設定することができます。

「AUTO」設定状態からスキャン
スキャンする
● ファンクションボタン4を押して、
〈O〉の表示にします。

● ファンクションボタン3〈W〉を押
します。

B 電波状態の良いチャンネルに再設定さ
れます。

Ch.1～15設定状態からスキャン

1 スキャンする
● ファンクションボタン4を押して、
〈O〉の表示にします。

● ファンクションボタン3〈W〉を押
します。

B 電波状態がグラフで表示されます。
● グラフの山が高いチャンネルほど、電波
状態が良いことを表しています。

 2 チャンネルを設定する
●〈9〉を回して、Ch.1～15の中から選
びます。

●〈8〉ボタンを押すと、チャンネルが設
定され、撮影準備状態に戻ります。
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ワイヤレス設定

センダーとレシーバーの通信状態により〈D〉ランプの色が異なります。

ワイヤレス設定した内容を保存したり、呼び出すことができます。

1 ファンクションボタン4を押す
● ファンクションボタン4を押して、
〈P〉の表示にします。

2 設定内容を保存する／呼び出す
● ファンクションボタン3〈L〉を押
します。

［保存］
● ファンクションボタン1〈V〉を押
します。

B 設定内容が保存（記憶）されます。
［呼び出し］
● ファンクションボタン2〈J〉を押
します。

B 保存したときの設定内容になります。

〈D〉ランプについて

色 状態 内容 対処
緑色 点灯 通信OK ―

赤色
点灯 未接続 チャンネル、IDの確認

点滅
台数超過 センダー＋レシーバー＝16台以下
エラー 電源入れ直し

メモリー機能について

● センダーとレシーバーの通信チャンネルが異なると、レシーバーは発光しま
せん。ともに同じ番号に設定するか、ともに「AUTO」に設定してください。

● センダーとレシーバーの電波通信IDが異なると、レシーバーは発光しません。
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カメラに取り付けたトランスミッター
（センダー）と、ワイヤレス制御を行うスト
ロボ（レシーバー）を使った基本的な全自
動ワイヤレス撮影について説明します。

1 ストロボをレシーバーに設定する
● レシーバーの設定方法については、スト
ロボの使用説明書を参照してください。

● 発光グループは、A/B/C のいずれかに
設定してください。D/Eに設定しても発
光しません。

2 チャンネルとIDを確認する
● センダーとレシーバーのチャンネルと
IDが異なるときは、同じ番号に設定しま
す（p.21、22）。

3 カメラとストロボを配置する
● 16ページに示した範囲内に配置します。

4 発光モードを〈a〉にする
● センダーの〈E〉ボタンを押して、
発光モードを〈a〉に設定します。

● レシーバーはセンダーからの制御によ
り、撮影時に〈a〉に自動設定され
ます。

a: 全自動ワイヤレスストロボ撮影

レシーバーを1灯使った自動調光撮影
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a: 全自動ワイヤレスストロボ撮影

 5通信状態と充電を確認する
●〈D〉ランプが「緑色」に点灯してい
ることを確認します。

● レシーバーの充電が完了すると、AF補助
光の投光部が1秒間隔で点滅します。

● センダーの表示パネルに、レシーバーの
充電完了を表す〈Q〉が点灯しているこ
とを確認します。

● すべてのストロボの充電が完了すると、
センダーの充電ランプが点灯します。

6 作動確認をする
● センダーのテスト発光ボタン（充電ラン
プ）を押します。

B レシーバーが発光します。発光しないと
きは、作動範囲内に配置されているか、
確認してください。

7 撮影する
● 通常のストロボ撮影と同じように、カメ
ラの設定を行ってから撮影します。

B 標準露出で撮影が行われたときは、調光
確認ランプが3秒間点灯します。

〈D〉ランプが赤色のときは電波通信ができていない状態です。センダーとレ
シーバーの通信チャンネルと電波通信IDの設定を再度確認してください。同じ設
定でつながらないときは、電源を入れ直してください。
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a: 全自動ワイヤレスストロボ撮影

より大きな光量が必要なときや、手軽に
ライティングを行いたいときは、レシー
バーの台数を増やして、1つのストロボとし
て発光させることができます。
レシーバーを追加して、『レシーバーを1

灯使った自動調光撮影』と同じ手順で撮影
します。発光グループは、A/B/Cのいずれ
かに設定してください。D/Eに設定しても
発光しません。
レシーバーの台数を増やしたときは、す

べてのストロボが同じ光量で発光し、光量
の合計（和）が標準露出になるように自動
制御されます。

複数のレシーバーを使った自動調光撮影

● カメラの絞り込みボタンを押すと、モデリング発光を行うことができます
（p.43）。

● レシーバーがオートパワーオフ状態になったときは、センダーのテスト発光
ボタン（p.13）を押すと、レシーバーの電源が入ります。ただし、カメラの
測光タイマーが作動しているときは、テスト発光できません。

● 使用するカメラにより、自動調光方式（E-TTL II/E-TTL）が自動的に決まり
ます。ただし、表示パネルには、ともに〈a〉と表示されます。

● すべてのレシーバーの充電が完了したときに、電子音を鳴らすことができま
す（C.Fn-20／p.59）
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本システムでは、トランスミッター（センダー）で設定した調光補正など
の内容が、そのままストロボ（レシーバー）に自動設定されます。レシー
バーを操作する必要はありません。

露出補正と同じ感覚で、ストロボの発光量を調整することができます。設
定できる補正量は1/3段ステップ±3段です。

1〈M〉の表示にする
● ファンクションボタン4を押して、
〈M〉の表示にします。

2〈@〉ボタンを押す
● ファンクションボタン2〈@〉を押
します。

B〈f〉が表示され、補正量が反転します。

3 補正量を設定する
●〈9〉を回して補正量を設定し、〈8〉
を押します。

B 補正量が設定されます。
●「0.3」は1/3段、「0.7」は2/3段です。
● 調光補正を解除するときは、補正量を
「±0」に戻します。

全自動ワイヤレスの応用撮影

f 調光補正

● 一般的に、白い被写体に対してはプラス補正、黒い被写体に対してはマイナ
ス補正を行います。

● カメラの露出設定が1/2段ステップのときは、1/2段ステップ±3段になります。
● トランスミッターとカメラの両方で調光補正を設定したときは、トランス
ミッターの設定が優先されます。

● ボタンを押さずに〈9〉で直接、調光補正量を設定することができます
（C.Fn-13／p.59）。
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全自動ワイヤレスの応用撮影

ストロボの光量を自動的に変えながら3枚の撮影を行うことができます。
これをFEB（Flash Exposure Bracketing）撮影といいます。設定できる
範囲は、1/3段ステップ±3段です。

1〈M〉の表示にする
● ファンクションボタン4を押して、
〈M〉の表示にします。

2〈E〉ボタンを押す
● ファンクションボタン3〈E〉を押
します。

B〈g〉が表示され、FEBレベルの表示が
反転します。

3 FEBレベルを設定する
●〈9〉を回して FEB レベルを設定し、
〈8〉を押します。

B FEBレベルが設定されます。
●「0.3」は1/3段、「0.7」は2/3段です。
● 調光補正と併用するときは、調光補正量
を中心にしてFEB撮影が行われます。

g FEB

● 3枚撮影後、FEBは自動解除されます。
● FEB撮影を行うときは、カメラのドライブモードを1枚撮影に設定し、充電を
確認してから撮影することをおすすめします。

● 調光補正やFEロックと組み合わせて撮影することができます。
● カメラの露出設定が1/2段ステップのときは、1/2段ステップ±3段になりま
す。

● 3枚撮影後にFEBが自動的に解除されないようにすることができます（C.Fn-
03／p.58）。

● FEBの撮影順序を変更することができます（C.Fn-04／p.58）。
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全自動ワイヤレスの応用撮影

ハイスピードシンクロ機能を使用すると、すべてのシャッタースピードで
ストロボ撮影を行うことができます。特に日中シンクロで、被写体の背景を
ぼかしたポートレート撮影を、絞り優先AEで行いたいときに有効です。

1〈P〉の表示にする
● ファンクションボタン4を押して、
〈P〉の表示にします。

2 シンクロ設定を〈c〉にする
● ファンクションボタン2〈Y〉を押
して、〈c〉に設定します。

● ファインダー内で〈F〉の点灯を確認し
ます。

c ハイスピードシンクロ

● 2011年までに発売されたE-TTL対応EOSカメラ、およびEOS Kiss X90/
X80/X70と組み合わせたときは、ハイスピードシンクロ撮影はできません
（p.19）。

● ハイスピードシンクロ撮影では、シャッタースピードが高速になるほど、ス
トロボ光の到達距離が短くなります。

● シャッタースピードをストロボ同調最高シャッタースピード以下に設定した
ときは、ファインダー内に〈F〉は表示されません。

● 通常の発光に戻すときは、ファンクションボタン 2〈Y〉を押して〈c〉
を消します。

● マルチ発光のときは、ハイスピードシンクロはできません。
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全自動ワイヤレスの応用撮影

低速シャッターで後幕シンクロを行うと、車のライトなど、動いている被
写体の光源の軌跡を自然な感じで写すことができます。撮影が終了する
（シャッターが閉じる）直前にストロボが発光します。

1〈P〉の表示にする
● ファンクションボタン4を押して、
〈P〉の表示にします。

2 シンクロ設定を〈r〉にする
● ファンクションボタン2〈Y〉を押
して、〈r〉に設定します。

r: 後幕シンクロ

● 後幕シンクロが対応するカメラは、キヤノンのWebサイトで確認してくださ
い。

● カメラの撮影モードを〈5〉（バルブ撮影）にすると、後幕シンクロ撮影がし
やすくなります。

● 発光モードが〈a〉のときは、ストロボが2回発光します。1回目の発光
は、発光量を決めるためのプリ発光ですので、故障ではありません。

● 通常の発光に戻すときは、ファンクションボタン２〈Y〉を押して〈r〉
を消します。
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全自動ワイヤレスの応用撮影

FE（Flash Exposure）ロックは、被写体の任意の部分に適正調光させ
るストロボ撮影です。
FEロックはカメラを操作して行います。操作方法については、カメラと

ストロボの使用説明書を参照してください。

センダーを2台以上にすることができます（センダー＋レシーバー＝最大
16台）。センダーを取り付けたカメラを複数台用意すると、同じライティン
グ（レシーバー）のまま、カメラを替えて撮影することができます。
なお、センダーを2台以上にしたときは、電源を入れた順番に応じて

〈D〉ランプの色が異なります。センダー1台目（メインセンダー）は
「緑色」、センダー2台目以降（サブセンダー）は「オレンジ色」に点灯します。

7: FEロック

センダーストロボについて

● FEロックを行ったときに、適切な露出が得られないときは、ファインダー内
の〈Q〉が点滅します。レシーバーを被写体に近づけたり、絞りを開いて再度
FEロックを行ってください。デジタルカメラのときは、ISO感度を上げる方
法もあります。

● カメラのファインダー視野に対して被写体が小さいと、FEロックの効果が得
られないことがあります。

〈D〉ランプが赤色のときは未接続状態です。通信チャンネル、電波通信IDを
確認してから、センダーの電源を1台ずつ入れ直してください。
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レシーバーをAとBの2つの発光グルー
プに分け、ライティングバランス（光量比）
を調整して撮影することができます。
露出は、発光グループA、Bの光量の合計

（和）が標準露出になるように自動制御され
ます。

1 レシーバーの発光グループを設定する
● レシーバーを操作して 1台ずつ設定しま
す。

● 1台を〈4〉、もう1台を〈5〉に設
定します。

● レシーバーの設定方法については、スト
ロボの使用説明書を参照してください。

2〈N〉の表示にする
● 手順2～4はセンダーを操作して設定
します。

● センダーのファンクションボタン4を
押して、〈N〉の表示にします。

3〈%〉に設定する
● ファンクションボタン2〈T〉を押
して〈%〉に設定します。

a: 光量比を設定したワイヤレス多灯撮影
レシーバーを2グループに分けた自動調光撮影

A 

B 
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a: 光量比を設定したワイヤレス多灯撮影

4 光量比を設定する
● ファンクションボタン3〈F〉を押
します。

● ファンクションボタン3〈A〉を押
します。

●〈9〉を回して光量比を設定し、〈8〉
ボタンを押します。

● ファンクションボタン4〈?〉を押
すと、撮影準備状態に戻ります。

5 撮影する
B 設定した光量比で、レシーバーが発光し
ます。

発光グループA、Bに、発光グループCを
追加することができます。Cは、被写体の背
景の影を消すライティングを行いたいとき
などに有効です。
基本的な設定方法は、『レシーバーを2グ

ループに分けた自動調光撮影』と同じです。

1 ストロボを発光グループCに設定する
● レシーバーの設定方法については、スト
ロボの使用説明書を参照してください。

2〈^〉に設定する
● 前ページの手順2、3と同じ操作で、セ
ンダーを〈^〉に設定し
ます。

レシーバーを3グループに分けた自動調光撮影

C 

A 

B 
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a: 光量比を設定したワイヤレス多灯撮影

3 必要に応じて調光補正を行う
● ファンクションボタン3〈F〉を押
し、〈9〉を回して〈6〉を選びます。

● ファンクションボタン3〈B〉を押
します。

●〈9〉を回して補正量を設定し、〈8〉
ボタンを押します。

● ファンクションボタン4〈?〉を押
すと、撮影準備状態に戻ります。

より大きな光量が必要なときや、高度な
ライティングを行いたいときは、レシー
バーの台数を増やすことができます。追加
するレシーバーを、光量を大きくしたい発
光グループ（A/B/Cのいずれか）に設定す
るだけです。レシーバーは合計15台まで増
やすことができます。

例えば、3台のレシーバーの発光グループを〈4〉に設定したときは、
3台を発光量の大きい1灯のAグループストロボとみなして制御します。

グループ制御について

Gr = A Gr = AGr = A

発光グループA

● 発光グループA/B/Cの3グループで発光させるときは、〈^〉に
設定してください。〈%〉の設定では、発光グループCは発光しま
せん。

● 発光グループCを直接主被写体に向けて撮影すると、露出オーバーになること
があります。

● 光量比の8：1～1：1～1：8は、段数換算で3：1～1：1～1：3（1/2段
ステップ）に相当します。

● 光量比設定の詳細は、次のとおりです。
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マニュアル発光によるワイヤレス（多灯）撮影です。レシーバー（発光グ
ループ）ごとに発光量を設定して撮影することができます。設定はすべてセ
ンダー側で行います。

1 発光モードを〈q〉にする

2 発光グループ数を設定する
●〈M〉が表示された状態で、ファン
クションボタン2〈T〉を押して、
発光させるグループを設定します。

● 押すごとに、ALL（_）→
A/B（%）→
A/B/C（]）の順に切り
換わります。

3 発光グループを選ぶ
● ファンクションボタン3〈F〉を押
し、〈9〉を回して発光量を設定するグ
ループを選びます。

4 発光量を設定する
● ファンクションボタン3〈1〉を押
します。

●〈9〉を回して発光量を設定し、〈8〉
ボタンを押します。

● 手順3、4を繰り返して、すべてのグルー
プの発光量を設定します。

5 撮影する
B 設定した発光量で、各グループが発光し
ます。

q: 発光量を設定したワイヤレス多灯撮影

● ALL〈_〉設定時は、レシーバーの発光グループをA/B/Cのいず
れかに設定してください。D/Eに設定しても発光しません。

● 複数のレシーバーを同じ発光量で発光させるときは、手順2でALL〈_〉
を選びます。
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q: 発光量を設定したワイヤレス多灯撮影

発光モード〈a〉で撮影した発光量を、発光モード〈q〉の発光量
として設定することができます。

1 FEメモリー機能を設定する
● パーソナル機能の P.Fn-08〈 〉の
設定を1：ONにします（p.60）。

2 発光モードを〈a〉にする
● センダーの〈E〉ボタンを押して、
発光モードを〈a〉に設定します。

3 撮影する
● シャッターボタンを全押しして撮影を
行います。

4 発光モードを〈q〉にする
● センダーの〈E〉ボタンを押して、
発光モードを〈q〉に設定します。

5 発光量を確認する

FEメモリー機能でマニュアル発光の発光量を設定する方法

●〈a〉の設定でストロボを発光するときは、すべてのストロボの充電が完
了（センダーの充電ランプが点灯）した状態で行ってください。

●〈a〉の設定で撮影したあとに、光量やズームなどの発光量に関わる設定、
ISO感度や絞り数値の変更を行った場合は、再度〈a〉の設定で撮影する
ことをおすすめします。
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q: 発光量を設定したワイヤレス多灯撮影

マルチ発光は、マニュアル発光の応用的な撮影方法です。
低速シャッターでマルチ発光を行うと、一枚の写真の中に連続した動きを

分解写真のようにして、重ねて撮影することができます。
マルチ発光では、発光量、発光回数、発光周波数（1秒間の発光回数＝

Hz）を設定します。最大連続発光回数については、39ページを参照してく
ださい。

1 発光モードを〈?〉にする
● センダーの〈E〉ボタンを押して、
〈?〉に設定します。

2 発光グループと発光量を設定する
● 設定方法は、35ページのマニュアル発
光を参考にして、発光グループ数と各グ
ループの発光量を設定します。

3 発光周波数と発光回数を設定する
●〈M〉が表示された状態で以下の操
作を行います。

● 発光回数を設定するときは、ファンク
ションボタン2〈Q〉を押し、〈9〉
を回して〈8〉ボタンを押します。

● 発光周波数を設定するときは、ファンク
ションボタン3〈G〉を押し、〈9〉
を回して〈8〉ボタンを押します。

?: マルチ発光
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q: 発光量を設定したワイヤレス多灯撮影

●シャッタースピードの求め方
マルチ発光では、連続発光が終わるまでシャッターが開いているように、

以下の計算式から求めたシャッタースピードをカメラに設定します。

発光回数÷発光周波数＝シャッタースピード
例えば、発光回数10（回）、発光周波数5（Hz）で撮影する場合は、シャッ

タースピードを2秒以上に設定します。

● 過熱によるレシーバーの発光部の劣化と損傷を防ぐため、マルチ発光による
繰り返し撮影は10回までにしてください。10回撮影したときは、15分以上
休止してください。

● 10回を超える繰り返し撮影を行うと、レシーバーの安全機能が働いて発光制
限が行われることがあります。そのときは15分以上休止してください。

● マルチ発光は、反射率の高い被写体と暗い背景の組み合わせが最も効果的で
す。

● 三脚、リモートスイッチの使用をおすすめします。
● 1/1発光、1/2発光でのマルチ発光はできません。
● カメラの撮影モードが〈5〉（バルブ撮影）でもマルチ発光ができます。
● 発光回数の表示が「---」のときは、シャッターが閉じるか、充電の容量がなく
なるまで連続発光しますが、最大連続発光回数は、次ページの表のとおりに
なります。
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q: 発光量を設定したワイヤレス多灯撮影

● 発光回数が「---」（バー表示）のときの最大発光回数は、表のとおりになります。

1～199Hz設定時

250～500Hz設定時

最大連続発光回数
Hz

発光量 1 2 3 4 5 6-7 8-9

1/4 7 6 5 4 4 3 3
1/8 14 14 12 10 8 6 5
1/16 30 30 30 20 20 20 10
1/32 60 60 60 50 50 40 30
1/64 90 90 90 80 80 70 60
1/128 100 100 100 100 100 90 80
1/256 100 100 100 100 100 100 100
1/512 100 100 100 100 100 100 100
1/1024 100 100 100 100 100 100 100
1/2048 100 100 100 100 100 100 100
1/4096 100 100 100 100 100 100 100
1/8192 100 100 100 100 100 100 100

Hz
発光量 10 11 12-14 15-19 20-50 60-199 250-500

1/4 2 2 2 2 2 2 2
1/8 4 4 4 4 4 4 4
1/16 8 8 8 8 8 8 8
1/32 20 20 20 18 16 12 10
1/64 50 40 40 35 30 20 15
1/128 70 70 60 50 40 40 30
1/256 100 100 100 100 80 80 60
1/512 100 100 100 100 100 100 100
1/1024 100 100 100 100 100 100 100
1/2048 100 100 100 100 100 100 100
1/4096 100 100 100 100 100 100 100
1/8192 100 100 100 100 100 100 100

発光量 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128
発光回数 2 4 8 12 20 40
発光量 1/256 1/512 1/1024 1/2048 1/4096 1/8192
発光回数 80 100 100 100 100 100

発光量 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128
発光回数 2 4 8 10 15 30
発光量 1/256 1/512 1/1024 1/2048 1/4096 1/8192
発光回数 60 100 100 100 100 100
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EOS-1D Xなど2012年以降に発売さ
れたEOSデジタルカメラを使用すると、最
大5グループ（A/B/C/D/E）までの範囲
で、発光グループごとに発光モードを設定
して撮影することができます（EOS Kiss
X90/X80/X70を除く）。
設定できる発光モードは、"E-TTL II/E-

TTL自動調光、#マニュアル発光、$外部
調光オートです。発光モードが"$のとき
は、1つのグループで主被写体が標準露出に
なるように露出制御されます。
ライティングに対する知識と経験が豊富

な上級者向けの機能です。

1 発光モードを〈[〉にする
● センダーの〈E〉ボタンを押して、
発光モードを〈[〉に設定します。

2 レシーバーの発光グループを設定する
● レシーバーを操作して 1台ずつ設定しま
す。

● すべてのレシーバーに発光グループ（A/
B/C/D/E）を設定します。

● レシーバーの設定方法は、ストロボの使
用説明書を参照してください。

[: グループごとに発光モードを設定した撮影 

A 
C 

E 

D 

B 

天井

2011年までに発売されたカメラ、およびEOS Kiss X90/X80/X70では、
〈[〉の発光モードでワイヤレスストロボ撮影を行うことはできません。最大3
グループ（A/B/C）での撮影になります（p.33）。
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[: グループごとに発光モードを設定した撮影

3 発光モードを設定する
● センダーを操作して、各発光グループの
発光モードを設定します。

●〈M〉が表示された状態で、ファン
クションボタン3〈F〉を押し、
〈9〉を回してグループを選びます。

● ファンクションボタン2〈2〉を押
して、選択したグループの発光モードを
〈a〉〈q〉〈/〉の中から選び
ます。

● 選択したグループを発光させないとき
は、ファンクションボタン1〈R〉
を押して〈j〉にします。

● 手順3を繰り返して、すべてのグループ
の発光モードを設定します。

4 発光量／調光補正量を設定する
● 発光グループを選んだ状態で、ファンク
ションボタン3〈1〉を押します。

●〈9〉を回して発光モードに応じた発光
機能を設定し、〈8〉を押します。

●〈q〉のときは、発光量を設定します。
〈a〉〈/〉のときは、必要に
応じて調光補正量を設定します。

●〈M〉が表示された状態で、ファン
クションボタン2〈@〉を押すと、
発光グループ全体の調光補正を行うこ
とができます。

● 手順4を繰り返して、すべてのグループ
の発光機能を設定します。
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トランスミッター設定初期化／レシーバーからのテスト発光

5 撮影する
B 各レシーバーが設定したそれぞれの発
光モードで発光します。

ワイヤレス撮影の設定を初期状態に戻すことができます。

ファンクションボタン2と3を同時に
2秒以上押す
B トランスミッターの設定が初期化され、
発光モードが〈a〉になります。

レシーバーに設定されているストロボからテスト発光を行うことができ
ます。操作方法については、ストロボの使用説明書を参照してください。

トランスミッター設定初期化 

発光グループの発光モードが〈a〉〈/〉のときは、1つのグループで
主被写体が標準露出になるように露出制御されるため、複数の発光グループを主
被写体に向けて発光させると、露出オーバーになることがあります。

発光させるグループは、A/C/Eのように連続していなくても構いません。

レシーバーからのテスト発光 

設定初期化を行っても、通信チャンネルと電波通信ID、およびC.FnとP.Fnの設
定（p.56）は解除されません。

センダーが2台以上のときは、〈D〉ランプが「緑色」に点灯しているセンダー
が発光します。
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カメラの絞り込みボタンを押すと、ストロボが1秒間連続的に発光します
（EOS Mシリーズ、EOS Rシリーズを除く）。この機能をモデリング発光と
いいます。ストロボ光による被写体の影の出かたやライティングのバランス
を確認するときに使用します。

カメラの絞り込みボタンを押す
B ストロボが1秒間連続的に発光します。

2012年以降に発売されたEOSデジタルカメラのときは、レシーバーに
設定されているストロボからモデリング発光を行うことができます（EOS
Kiss X90/X80/X70、EOS Mシリーズ、EOS Rシリーズを除く）。操作
方法については、ストロボの使用説明書を参照してください。

モデリング発光

センダーからのモデリング発光

レシーバーからのモデリング発光

● 2011年までに発売されたカメラ、EOS Kiss X90/X80/X70、EOS Mシ
リーズ、およびEOS Rシリーズでは、レシーバーからのモデリング発光はで
きません。

● 過熱によるストロボの発光部の劣化と損傷を防ぐため、モデリング発光は連
続10回までにしてください。連続10回発光したときは、10分以上休止して
ください。

● 連続して10回を超える発光を行うと、ストロボの安全機能が働いて発光制限
が行われることがあります。そのときは15分以上休止してください。

● EOS Kiss III、およびEOS Kiss III Lと組み合わせたときは、モデリング発光
はできません。

● センダーが2台以上のときは、〈D〉ランプが「緑色」に点灯しているセン
ダーが発光します。

● テスト発光ボタンでモデリング発光を行うことができます（C.Fn-02／p.58）。
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レシーバーに設定されているストロボからリモートレリーズ（リモコン撮
影）を行うことができます。操作方法については、ストロボの使用説明書を
参照してください。

レシーバーからのリモートレリーズ

● AFでピント合わせができないときは撮影は行われません。手動ピント合わせ
を行ってからレリーズすることをおすすめします。

● カメラのドライブモードの設定に関わらず、「1枚撮影」でリモートレリーズ
が行われます。

● センダーが2台以上のときは、〈D〉ランプが「緑色」に点灯しているセン
ダーでリモートレリーズが行われます。
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連動撮影は、センダーカメラのレリーズに連動してレシーバーカメラを自
動レリーズさせる機能です。センダーとレシーバーを合わせて最大16台の
連動撮影を行うことができます。被写体を複数のアングルから一斉に撮影し
たいときに有効です。
連動撮影を行うときは、電波通信ワイヤレス撮影に対応したストロボ、ま

たはスピードライトトランスミッターST-E3-RT（Ver.3）をカメラに装着
します。

次ページの操作を行う前に、連動撮影を行うすべてのトランスミッター、
ストロボを各カメラに装着してください。なお、ストロボの設定方法につい
ては、ストロボの使用説明書を参照してください。

連動撮影

通信可能距離
約30m

センダーカメラ

レシーバーカメラレシーバーカメラ

レシーバー
カメラ

レシーバー
カメラ
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連動撮影

1 連動撮影モードにする
● 表示パネルに〈b〉が表示
されるまで、〈I〉ボタンを長く押し
ます。

B 連動撮影モードの「レシーバー」になり
ます。

● もう一度〈I〉ボタンを押すと、連動
撮影モードの「センダー」になります。

2 チャンネル、IDを設定する
● チャンネルはファンクションボタン2
〈C〉、IDはファンクションボタン3
〈H〉を押して設定します。

● 設定方法については、20～21ページ
を参照してください。

3 カメラの撮影機能を設定する

4 すべてのトランスミッターを設定する
● 手順1～3を繰り返して、すべてのトラ
ンスミッターを連動撮影モードの「セ
ンダー」または「レシーバー」に設定
します。

● 連動撮影を行うストロボも、同じよう
に設定します。

●〈I〉ボタンを押して「レシーバー」
から「センダー」に変更すると、「セン
ダー」に設定されていた他のトランス
ミッター（またはストロボ）が自動的
に「レシーバー」になります。
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連動撮影

5 レシーバーカメラを設置する
● レシーバーの〈D〉ランプが「緑
色」に点灯していることを確認します。

● センダーカメラから約30mの範囲内に
すべてのレシーバーカメラを設置しま
す。

6 撮影する
● センダーの〈D〉ランプが「緑色」
に点灯していることを確認して撮影し
ます。

B センダーカメラに連動して、レシーバー
カメラがレリーズします。

B 連動撮影が行われたレシーバーは
〈D〉ランプが一瞬「オレンジ色」に
点灯します。
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連動撮影

● レシーバーカメラは手動ピント合わせで撮影することをおすすめします。AF
でピント合わせができないときは、そのレシーバーカメラは連動しません。

● センダーカメラのレリーズタイミングよりも、少し遅れてレシーバーカメラ
がレリーズします。まったく同時に撮影することはできません。

● 連動撮影時に複数のストロボを同時に発光させると、適切な露出が得られな
いことや、露出ムラが発生することがあります。

●［ストロボ機能設定］の［ストロボの発光］が［しない］に設定されているときは
（p.52）、連動撮影はできません。

● ライブビュー状態で連動撮影を行うときは、センダーカメラのメニューの
［（LV）静音撮影］を［しない］に設定してください。［モード1］［モード2］に設定
されているときは、レシーバーカメラが連動しません。

● ストロボの配置条件や周囲の環境、気象条件などにより、通信可能距離が短
くなることがあります。

● 連動撮影機能は、ワイヤレスファイルトランスミッターWFTシリーズの連動
撮影と同等の機能です。ただし、WFTシリーズと組み合わせて連動撮影を行
うことはできません。なお、レリーズタイムラグは、WFTシリーズによる連
動撮影と異なります。

● ストロボまたはトランスミッターをカメラに装着せずに、連動撮影用のセン
ダーリモコンとして使うこともできます。センダーのファンクションボタン1
〈U〉を押すと、すべてのレシーバーカメラがレリーズします。

● 連動撮影時は、オートパワーオフまでの時間が5分になります。
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3
カメラ操作による

トランスミッターの機能設定
この章では、カメラのメニュー画面からトランスミッターの機

能を設定する方法について説明しています。

カメラの撮影モードが全自動モード、イメージゾーンのときは、この
章の操作はできません。カメラの撮影モードをV/X/W/q/5（応用
撮影ゾーン）にしてください。
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2007年以降に発売されたEOSデジタルカメラを使用すると、カメラの
メニュー画面からストロボやトランスミッターの機能を設定したり、カスタ
ム機能を設定することができます。
カメラの操作方法については、カメラの使用説明書を参照してください。

1［外部ストロボ制御］を選ぶ
●［外部ストロボ制御］または［ストロボ制御］
を選びます。

2［ストロボ機能設定］を選ぶ
●［ストロボ機能設定］または［外部ストロボ機
能設定］を選びます。

B（外部）ストロボ機能設定画面になりま
す。

3 機能を設定する
● カメラにより設定画面が異なります。
● 項目を選び、機能を設定します。

カメラのメニュー画面からの制御

トランスミッターの機能設定

EOS-1D Xの画面例 EOS 60Dの画面例

2007年から2011年までに発売されたカメラは、次のとおりです。
EOS-1Ds Mark III、EOS-1D Mark IV/III、EOS 5D Mark II、EOS 7D/60D/
50D/40D、EOS Kiss X5/X4/X3/X2/X50/F
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カメラのメニュー画面からの制御

● 2012年以降に発売されたEOSデジタルカメラ
EOS-1D Xなどのカメラと組み合わせたときは、［ストロボ機能設定］の画

面で「電波通信ワイヤレス撮影」の設定を行うことができます。
* EOS Kiss X90/X80/X70は2012年以降に発売されていますが、［外部ストロボ機能
設定］で設定できる内容は、2007年～2011年までに発売されたEOSデジタルカメ
ラと同じです（下記参照）。

● 2007年～2011年までに発売されたEOSデジタルカメラ
「電波通信ワイヤレス撮影」を行うときは、トランスミッターを操作して
設定してください。

設定できる機能は次のとおりです。発光モードやワイヤレス機能の設定に
より、設定できる内容が異なります。

［ストロボ機能設定］で設定できる内容

機能 参照ページ
ストロボの発光 する／しない

p.52

E-TTL II調光方式 評価調光／平均調光
Avモード時のストロボ同調速度

発光モード
E-TTL II（自動調光）／マニュアル発光／
マルチ発光／個別グループ制御

シンクロ設定
先幕シンクロ／後幕シンクロ／ハイスピー
ドシンクロ

調光補正
FEB
ワイヤレス機能（設定） 電波通信ワイヤレス

p.53
ストロボ機能設定初期化

●［ストロボの発光］［E-TTL II調光方式］は、前ページの手順2または手順3で表示さ
れます（カメラにより異なります）。

●［Av モード時のストロボ同調速度］が表示されないときは、カメラのカスタム機能
で設定することができます。
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カメラのメニュー画面からの制御

● ストロボの発光
ワイヤレスストロボ撮影を行うときは、［する］に設定します。［しない］

に設定したときは、ワイヤレスストロボ撮影はできません。

● E-TTL II調光方式
通常は、標準的なストロボ露出が得られる［評価調光］に設定します。

［平均調光］に設定すると、カメラの測光領域全体を平均的に測光します。
状況に応じてストロボ調光補正が必要です。上級者向けの設定です。

● Avモード時のストロボ同調速度
絞り優先AE（W）モードでワイヤレスストロボ撮影を行うときのス

トロボ同調速度を設定することができます。

● 発光モード
撮影目的に応じて、［E-TTL II］［マニュアル発光］［マルチ発光］［個別グルー

プ制御］の中から、発光モードを選択することができます。

● シンクロ設定
ストロボの発光タイミング／方式を［先幕シンクロ］［後幕シンクロ］［ハイ

スピードシンクロ］から選ぶことができます。通常のワイヤレスストロボ撮
影を行うときは、［先幕シンクロ］に設定します。

● 調光補正
露出補正と同じ感覚で、ストロボの発光量を調整することができま

す。設定できる補正量は1/3段ステップ±3段です。
● FEB

ストロボの光量を自動的に変えながら3枚の撮影を行うことができま
す。設定できる範囲は、1/3段ステップ±3段です。
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カメラのメニュー画面からの制御

● ワイヤレス機能（設定）
電波通信ワイヤレスストロボ撮影に自動設定されます。詳しい内容に

ついては、2章を参照してください。

● ストロボ（機能）設定初期化
トランスミッターの設定内容を初期状態に戻すことができます。

●［発光モード］を［個別グループ制御］に設定したときは、各グループの発光モード
を、［E-TTL II］［マニュアル発光］［外部調光オート］［発光しない］の中から選ぶこと
ができます。

● トランスミッターで調光補正を設定したときは、カメラのメニュー画面で調
光補正を設定することはできません。なお、同時に設定されているときは、ト
ランスミッターの設定が優先されます。
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カメラのメニュー画面からの制御

表示される内容は、使用するカメラにより異なります。C.Fn-20、22が
表示されないときは、トランスミッターを操作して設定してください。カス
タム機能については、58～59ページを参照してください。

1［ストロボカスタム機能設定］を選ぶ
●［ストロボカスタム機能設定］または［外部ス
トロボカスタム機能設定］を選びます。

B トランスミッターのカスタム機能が設
定できるようになります。

2 カスタム機能を設定する
● カスタム機能番号を選び、機能を設定し
ます。

● カスタム機能の設定をすべて解除する
ときは、手順1で［ストロボカスタム機能一
括解除］、または［外部ストロボカスタム機能
一括解除］を選びます。

トランスミッターのカスタム機能設定

2011年までに発売されたカメラ、およびEOS Kiss X90/X80/X70では、［ス
トロボカスタム機能一括解除］を選んでも、C.Fn-20、22の設定は解除されません。
57ページのカスタム機能一括解除を行うと、すべてのカスタム機能が解除され
ます。

パーソナル機能（P.Fn／p.60）は、カメラのメニュー画面から設定／一括解除
することはできません。トランスミッターを操作して設定してください。
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4
トランスミッターの

カスタマイズ
この章では、カスタム機能（C.Fn）、パーソナル機能（P.Fn）に

よるトランスミッターのカスタマイズについて説明しています。

カメラの撮影モードが全自動モード、イメージゾーンのときは、この
章の操作はできません。カメラの撮影モードをV/X/W/q/5（応用
撮影ゾーン）にしてください。
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撮影スタイルに応じて、トランスミッターの機能を細かく変更することが
できます。これをカスタム機能、パーソナル機能といいます。なお、パーソ
ナル機能は、トランスミッター特有のカスタマイズ機能です。

1 カスタム機能画面にする
● 画面が表示されるまで、ファンクション
ボタン1〈=〉を長く押します。

B カスタム機能画面が表示されます。

2 設定する項目を選ぶ
●〈9〉を回して設定する項目（番号）を
選びます。

3 設定内容を変更する
●〈8〉ボタンを押します。
B 設定項目が表示されます。
●〈9〉を回して希望する設定内容を選
び、〈8〉ボタンを押します。

● ファンクションボタン4〈?〉を押
すと、撮影準備状態に戻ります。

1 パーソナル機能画面にする
● カスタム機能の手順1の操作を行ったあ
と、ファンクションボタン1〈<〉
を押します。

B パーソナル機能画面が表示されます。

2 機能を設定する
● カスタム機能の手順2、3と同じ操作で
パーソナル機能を設定します。

C / >: カスタム／パーソナル機能の設定方法

C: カスタム機能

>: パーソナル機能
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C / >: カスタム／パーソナル機能の設定方法

カスタム機能の画面で、ファンクションボタン2〈3〉を押して、ファ
ンクションボタン1〈;〉を押すと、設定されているカスタム機能を解
除することができます。また、パーソナル機能の画面で同じ操作を行うと、
設定されているパーソナル機能を解除することができます。

カスタム／パーソナル機能一覧

番号 項目 参照ページ
カスタム機能
C.Fn-01 # オートパワーオフ

p.58
C.Fn-02 $ モデリング発光
C.Fn-03 ( FEB自動解除
C.Fn-04 ) FEB撮影順序
C.Fn-07 , 自動調光時のテスト発光

p.59
C.Fn-13 6 調光補正の設定方法
C.Fn-20 7 電子音
C.Fn-22 < 表示パネルの照明
パーソナル機能
P.Fn-01 @ 表示パネルの濃度

p.60
P.Fn-03 B 表示パネル照明色：センダー
P.Fn-04 C 表示パネル照明色：レシーバー
P.Fn-08 FEメモリー

カスタム機能／パーソナル機能一括解除

カメラのメニュー画面からトランスミッターのカスタム機能を設定したときに、
C.Fn-20、22が表示されないときは、56ページの操作で設定してください。

カメラのメニュー画面からトランスミッターのカスタム機能を設定／一括解除
することができます（p.54）。
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C: カスタム機能で変更できる内容
C.Fn-01: #（オートパワーオフ）

トランスミッターを操作しないで5分放置すると、節電のため自動的に電源
が切れますが、この機能が働かないようにすることができます。
0： ON（入）
1： OFF（切）

C.Fn-02: $（モデリング発光）

0：%（する：絞り込みボタン）
カメラの絞り込みボタンを押すと、モデリング発光します。

1： &（する：テスト発光ボタン）
トランスミッターのテスト発光ボタンを押すと、モデリング発光します。

2：'（両方のボタンで発光する）
カメラの絞り込みボタン、またはトランスミッターのテスト発光ボタン

を押すと、モデリング発光します。
3： OFF（しない）

モデリング発光を禁止します。

C.Fn-03: (（FEB自動解除）
FEBで3枚撮影したあと、FEBを自動解除するかどうかを設定することがで

きます。
0： ON（する）
1： OFF（しない）

C.Fn-04: )（FEB撮影順序）

0：補正なし、－：マイナス補正（暗く）、＋：プラス補正（明るく）の順序
を変更することができます。
0： 0→－→＋
1：－→0→＋



59

C: カスタム機能で変更できる内容

C.Fn-07: ,（自動調光時のテスト発光）

E-TTL II/E-TTL自動調光モードでテスト発光を行うときの発光量を変更す
ることができます。
0： 1/32（1/32発光）
1： 1/1（フル発光）

C.Fn-13: 6（調光補正の設定方法）

0：4（ボタン＋ダイヤル）
1：5（ダイヤルで直接設定）

〈@〉ボタンを押さずに、直接〈9〉を回して調光補正を行うこと
ができます。

C.Fn-20: 7（電子音）

レシーバーの充電が完了したときに電子音を鳴らすことができます。
0： OFF（切）
1： ON（入）

C.Fn-22: <（表示パネルの照明）

ボタン、ダイヤルを操作すると、表示パネル照明が点灯します。この照明の
設定を変更することができます。
0： 12sec（12秒間照明）
1： OFF（照明しない）
2： ON（常時照明）
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>: パーソナル機能で変更できる内容
P.Fn-01: @（表示パネルの濃度）

表示パネルの表示濃度を5段階で調整すること
ができます。

P.Fn-03: B（表示パネル照明色：センダー）

電波通信ワイヤレスストロボ撮影、連動撮影：センダー設定時の表示パネル
照明の色を選ぶことができます。
0： GREEN（緑）
1： ORANGE（オレンジ）

P.Fn-04: C（表示パネル照明色：レシーバー）

連動撮影：レシーバー設定時の表示パネル照明の色を選ぶことができます。
0： ORANGE（オレンジ）
1： GREEN（緑）

P.Fn-08: （FEメモリー）

発光モード〈a〉で撮影した発光量を、発光モード〈q〉の発光量とし
て設定することができます。
0：OFF（切）
1：ON（入）
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5
資料

ストロボシステムや、よくある質問を掲載しています。
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" スピードライトトランスミッターST-E3-RT（Ver.3）
# スピードライトEL-1、EL-5、600EXII-RT、600EX-RT、430EX
III-RT
電波通信ワイヤレス撮影対応のレシーバー機能を備えたスピードラ

イトです。
$ ミニスタンド
% オフカメラシューコードOC-E3

ST-E3-RT（Ver.3）をカメラから約60cmまで離して使用すること
ができます。

& マルチアクセサリーシューアダプターAD-E1
マルチアクセサリーシューアダプターは、従来のアクセサリーシュー

に対応したアクセサリーをマルチアクセサリーシューで使用するための
アダプターです。
対応するカメラは、キヤノンのWeb サイトで確認してください。

ST-E3-RT（Ver.3）のシステム

センダー

レシーバー

センダー機能を備えた
トランスミッター

レシーバー機能を備え
たスピードライト

#

$

"

"

%

&

ワイヤレスストロボ撮影
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「トランスミッターが故障したのかな？」と思ったら、下記の例を参考に
してチェックしてください。なお、チェックしても状態が改善しないとき
は、修理受付窓口にご相談ください。

● 電池が正しい向きに入っているか、確認してください（p.12）。
● 取り付け脚をアクセサリーシューの奥まで入れ、ロックレバーを右方
向にスライドさせて、しっかりとカメラに固定してください（p.13）。

● トランスミッターとカメラの接点部分が汚れているときは、接点を清
掃してください（p.7）。

● 充電ランプは、ワイヤレス撮影（レシーバー）の準備が完了すると点
灯します。

● トランスミッターのオートパワーオフ機能が働いています。シャッ
ターボタンを半押しするか、テスト発光ボタンを押してください
（p.14）。

● レシーバーが電波通信ワイヤレスストロボ撮影に対応しているかど
うか確認してください。

● レシーバーを〈'〉〈x〉に設定してください（p.20）。
● センダーとレシーバーの通信チャンネル、電波通信IDを同じ設定にし
てください（p.20）。

● レシーバーがセンダーの通信範囲内にあるか、確認してください
（p.16）。

故障かな？と思ったら

電源が入らない

電源が勝手に切れる

レシーバーが発光しない
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故障かな？と思ったら

● チャンネルをスキャンして電波状態の良いチャンネルに設定してく
ださい（p.22）。

● センダーからできるだけ見通しの良い場所にレシーバーを設置して
ください。

● レシーバー本体の正面部分をセンダーに向けてください。

● 画面内に窓ガラスなど、反射率の高いものがあるときは、FEロックを
行ってください（p.31）。

● 被写体が暗い、または明るいときは、調光補正を行ってください
（p.27）。

● ハイスピードシンクロのときは調光できる距離が短くなります。レ
シーバーを被写体に近づけてください（p.29）。

● 発光グループA/B/Cの3グループで自動調光撮影を行うときは、発光
グループCを主被写体に向けて発光させないでください（p.34）。

● 発光グループごとに発光モードを設定した撮影のときは、〈a〉
〈/〉に設定された複数の発光グループを主被写体に向けて発光
させないでください（p.42）。

● 暗い場所で〈W〉モードで撮影すると、自動的にスローシンクロ撮影
に（シャッタースピードが遅く）なります。三脚を使用するか、〈V〉
または全自動モードで撮影してください。なお、［Avモード時のストロボ
同調速度］で同調速度を設定することもできます（p.51）。

レシーバーが発光しないことがある／意図せずフル発光することがある

写真がアンダーまたはオーバーになる

写真が大きくブレている
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故障かな？と思ったら

● シャッタースピードをストロボ同調速度から1段遅くしてください（p.19）。

〈k〉が表示される
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■型式

■電波通信ワイヤレス機能

主な仕様
型式..................................... クリップオンタイプ・スピードライトトランスミッター
使用カメラ......................... E-TTL II／E-TTL 自動調光に対応しているEOSシリーズ

露出制御方式..................... E-TTL II／E-TTL自動調光、マニュアル発光、マルチ発光、
外部調光オート*
*発光モード〈[〉設定時のみ

周波数................................. 2405MHz～2475MHz
変調方式............................. 1次変調：OQPSK、2次変調DS-SS
通信チャンネル ................. オート、Ch.1～15
電波通信ID ........................ 0000～9999
レシーバー制御 ................. 最大5グループ（A/B/C/D/E）、最大15台
通信可能距離..................... 約30m

*センダー～レシーバー間に障害物、遮蔽物がなく、他の機
器との電波干渉がない場合
*配置条件や周囲の環境、気象条件などにより、通信可能距
離が短くなることがある

光量比制御......................... 1：8～1：1～8：1、1/2段ステップ
調光補正............................. 1/3、1/2段ステップ±3段
FEB .................................... 1/3、1/2段ステップ±3段（調光補正との併用可能）
FEロック ........................... カメラの〈B〉ボタン、または〈7〉〈P〉ボタンによる
後幕シンクロ..................... 可能

*使用できるカメラはキヤノンホームページを参照してくだ
さい。

ハイスピードシンクロ...... 可能
*2012年以降に発売されたEOSデジタルカメラ（EOS 
Kiss X90/X80/X70を除く）使用時のみ可能

マニュアル発光 ................. 1/1～1/8192発光（1/3段ステップ）
*微小発光に対応したストロボ（EL-1）使用時のみ1/1～
1/8192発光に対応。ただし、ハイスピードシンクロ時は
最小発光量が1/128になる。

マルチ発光......................... 可能（1～500Hz）
レシーバー充電確認.......... センダーの表示パネルに〈Q〉マーク点灯、レシーバーの

AF補助光投光部点滅、充電ランプ点灯
調光確認............................. 調光確認ランプ点灯
モデリング発光 ................. カメラの絞り込みボタンによる
連動撮影............................. 可能
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主な仕様

■カスタマイズ機能

■電源

■大きさ・質量

■動作環境

● 記載データはすべて当社試験基準によります。
● 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することがあります。

カスタム機能 ..................... 8種
パーソナル機能.................. ４種

本体電源............................. 単3形アルカリ乾電池 2本
*単3形ニッケル水素電池、リチウム電池使用可能

ワイヤレス撮影可能時間 ... 連続約10時間
*単3形アルカリ乾電池使用

節電機能............................. 5分放置で電源OFF

大きさ................................. 約67.4（幅）×61.5（高さ）×77.4（奥行）mm
（防塵・防滴アダプターを除く）

質量..................................... 約106g（トランスミッター本体のみ、電池別）

使用可能温度 ..................... 0℃～＋45℃
使用可能湿度 ..................... 85％以下
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安全上のご注意
安全に使っていただくための注意事項です。必ずお読みください。
お使いになる方だけでなく、他人への危害や損害を防ぐためにお守りくだ

さい。

 警告 死亡や重傷を負うおそれがある内容です。

● 指定外の電源は使わない。
● 分解や改造をしない。
● 強い衝撃や振動を与えない。
● 破損したときは、内部に触れない。
● 煙が出ている、異臭がするなどの異常が発生したときは使わない。
● アルコール、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤で手入れしない。
● 液体でぬらしたり、内部に液体や異物を入れない。
● 可燃性ガスを含んだ空気中では使用しない。
感電、破裂、火災の原因となります。
● バッテリーや電池を使うときは、次のことに注意する。
・ 指定外の製品で使わない。
・ 熱したり、火中投入しない。
・ 指定外の製品で充電しない。
・ 端子に他の金属や金属製のピンやゴミを触れさせない。
・ 液漏れしたものは使わない。
・ 廃却するときは、接点にテープを貼るなどして絶縁する。

感電、破裂、火災の原因となります。
液漏れして身体や衣服についたときは、水でよく洗い流す。目に入ったときは、きれいな水
で十分洗った後、すぐ医師に相談してください。
● 長時間、身体の同じ部位に触れさせたまま使わない。
熱いと感じなくても、皮膚が赤くなったり、水ぶくれができたりするなど、低温やけどの原
因となることがあります。気温の高い場所で使うときや、血行の悪い方や皮膚感覚の弱い方
などが使うときは、三脚などを使ってください。
● 使用が禁止されている場所では、電源を切るなどの指示に従う。
電波の影響で機器類が誤動作し、事故の原因となるおそれがあります。

 注意 下記の注意を守らないと、けがを負う可能性または物的損害の発
生が想定されます。

● ストロボを目に近付けて発光しない。
目をいためる恐れがあります。
● ストロボを指や布などで覆ったまま、発光させない。
やけどや故障の原因となります。
● 製品を高温や低温となる場所に放置しない。
製品自体が高温や低温になり、触れるとやけどやけがの原因となります。
● 製品の内部には手を入れない。
けがの原因となります。
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アフターサービスについて
1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛か
りは、お客様にてご負担願います。

2. 本製品のアフターサービス期間は、製品製造打切り後5年間です。なお、
弊社の判断により、アフターサービスとして同一機種または同程度の仕
様製品への本体交換を実施させていただく場合があります。同程度の機
種との交換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけないこと
や、対応OSが変更になることがあります。

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプリントを添付するなど、
修理箇所を明確にご指示のうえ、十分な梱包でお送りください。
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英数字
4秒/6秒/16秒タイマー............10
Avモード時のストロボ同調
速度...............................................52
C.Fn......................................56, 58
E-TTL II（調光方式）..................52
E-TTL II/E-TTL自動調光...........16
Ext.A（外部調光オート）...........41
FEメモリー機能..........................36
FEロック......................................31
FEB ..............................................28
ISO感度........................................31
LINK............................... 6, 23, 25
LOCK...........................................14
M（マニュアル露出）..................35
MULTI..........................................37
P.Fn......................................56, 60
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